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内 容 梗 概

近時,とみに大容量化されてきた発変電所設備,そのはか各種の大型機器の鉄道輸送のために貨車の

容量の増大が必然的に生じてくる問題があるが,おのおのの場合に要求される条件にしたがって大物革

も種々特色を有するものが生れてきた｡

日立製作所においては昭和29年150t積分割式大物車,135t積低床式大物車を製作,さらに今回印

度国鉄納130t酷低床式大物専7輔を一括受注完成したが,いずれも国内向け,輸出向けの記録製品で

あり,車体構造においても種々特色をもっているのでその概要を紹介し,あわせて強度試験結果につい

て取まとめて報告する｡

〔Ⅰ〕緒

最近の大容量化されてきた発電機,変圧器,そのほか

諸種の大型機器の鉄道輸送において,分割輸送による程

々の弊害を極力避けるため,できるだけ組立てたままの

状態で送りたいという要望に応え,国の内外を問わず大

物革の超大型化が急速に進められている｡

日立製作所においては昭和29年150t積分割式大物串

ならびに135t積低床式大物革を完成,当時の国内記録

製品としてデビューしたが(1),さらに今回印度国鉄よ

り130t積低床式大物串7輌を受注し,荷重 験そのほ

かを好成績に終了して全車輌を完成納入した｡これは輸

出向け大物串としてほわが国における記録製品であり,

構造上にも色々の特色をもっている｡

以上の番犬物単について以下その構造を簡単に紹介

し,あわせて荷重試験結果について報告する｡

〔ⅠⅠ〕構 造

150t積分制式大物革〔以下シキ140(分割)と略称〕

の外観を弟1図に,135t積低床式大物串〔以下シキ140

(低床)と略称〕の外観を第2図に,130t積低床式大物

革〔以下シキ130(印度)と略称〕の外観および構造を

舞3図および弟4図に示し,主要仕様を比較併記して弟

1表に示す｡シキ140(分割)およびシキ140(低床)は

いずれも新しく設計,製作され日立製作所私有貨車とし

て国鉄に串籍編入されたもので,シキ130(印度)は
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印度国鉄に納入されたスイスシェリーレン社(Car and

Elevator Co.Schlieren卜1951年製の同型車をモデルと

して発注され,指定された各部の構造仕様にさらに検討

を加えて設計,製作したものである｡

香車構造上の特色は次のとおりであるが,シキ140(分

割),シキ140(低床)についてはすでに紹介済(1)である

ので要点のみにとどめる｡

(り シキ140(分割)

前後台車上におのおの分割された車体(荷受梁)が貨

物(変圧器)をささえ,貨物自身が車体の中央部を構成

する構造で,事体の変圧器支持側ほ当板によって強固な

箱形とし,これに変圧器支持金具の荷受装置(ヒンジお

よび圧着装置)を取り付けている｡軸配置は軸重13.5t

とした場合の許容自重より16軸を採用,前後おのおの

8軸(4軸台車×2)とした｡

(2)シキ140(低床)

車体ほ主要部に高抗張力銅板を使用した全鋼板熔接構

造で,シキ140(分割)とともに熔接完了後焼鈍を行い

残留応力を除去した｡台車,連結器,ブレーキ装置など

についてはシキ140(分割)と同様である｡

大 物 車(印 度)組 立 図

(3)シキ】30(印度)

(a)車体ならびに中間草体ほ全熔接構造で,組立後

焼鈍を施し,事体ほ密閉箱型構造で内部は外気と

断されており,特殊防鉄剤を封入した｡

(b)車体支持,旋回ならびに昇降装置

事体はその両端で中心ピン両側の車体支持柱によ

り中間車体上にささえられ,支持柱の下部は中間車

体上に固定された溝塾案内円板上におかれ,中間車

体が転車台上で中心ピンのまわりに左右90度旋回

できる構造になっている｡次に荷の積み下しを優に

し,またトンネル,橋梁などの通過時,車輌限界の上

下限に融通性を与えるために設けられた草体昇降装

置は本革の一大特色で,このため4組の油圧ジャッ

キならびに手動油ポンプを持っており.油圧ジャッ

キは車体支持柱の両側に中間車体上に取り付けられ

ていて,草体を標準状態より上に6in(152.4mm),

下に7in(177.8m皿)可動させ,かつ1inごとに

上記の車体支持柱にコッタを挿入することにより任

意の高さに固定できる構造になっている｡

(c)中心ピン装置ならびに緩衝機構



第1表 大 物 車 の 仕 様

中心ピソほ上述のように事体の両端に車体支持柱

にはさまれており(その外観を弟5図に示す),索引な

らびに推力のみを伝達する構造で,その下部は中間

車体に緩衝装置を介して取り付けられている｡これ

は印度国鉄標準緩衝装置(側緩衝器と索引緩衝器)の

ほかに設けられたもので,標準緩衝装置で吸収でき

ぬ余剰の衝撃エネルギーを吸収する構造になってい

て,中心ピソ部緩衝装置は40tの衝 を受けたとき

1in挟んで中間車体が車体のストッパーに当り,衝

撃力は中心ピソを介せず直接草体に伝達され,大衡

撃に対して中心ピソを保 するようになっている｡

(d)台車は弟d図に示すように3軸ボギーで全熔接

構造である｡台車枠はそれぞれ軸箱とピソ結合さ

れ,心皿荷重は揺枕より 軸に平行におかれた2組

の枕バネ(重ね板バネ)を介して台革枠に伝達さ

れ,各軸に等分に作用する構造となっている｡鋳鋼

製の軸箱は車輪の内側にあり,テムケン製のテーパ

ーローラベアリング入である｡

(e)ブレーキ装置は中間草体両端に各4組の真空制

動筒と1組の手ブレーキを有し,真空ブレーキは積

荷状況に応じて三段階に制動力(作動制動簡個数を

増減)を 節できる積空式ブレーキである｡

(f)車掌室ほ軽量かつ分解可能な構造で,窓は鎧

戸,硝子戸の二重式であり壁,屋掛こは15mm厚

一叫113

第5図130t積低床式大物車(印度)事体支
持装置外観図

第6図130t揖低床式大物車(印度)台車外観図

第2表 試 験 荷 重 条 件

のトムレックス吹付けを行って防暑に万全を期し,

内部に乗務員用腰掛,非常制動弁,真空計などを設

置している｡

〔ⅠⅠⅠ〕静荷重試験と強度

(り 試験方法

試験方法はいずれの場合も同様で,積載部に等分布に

なるよう,仕様条件に適した荷 を加え,段階的に加荷

および滅荷させた｡荷重条件を弟2表に示す｡試験ほ2

回ないし3回行い,最初の最大荷 状態で18ないし20時

問放置し,降伏あるいは亀裂発生の有無を調べた｡第7

図ほシキ130(印度)の場合の 験状況を示す｡

測建ほ事体の挟みならびに応力について行い,その方

法は下記のとおりである｡

(a)車体の挟み

車体長芋方向の挟みは前後主心血(または中心ビ

ン)間に張ったピアノ線により草体両側について削
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第7国130t積低床式大物車(印度)荷重試
験状況

定し,幅方向の挟みは挟み計取付け具の一端を串側

に固定し,他端を自由にしてそれに取り付けたダイ

ヤルゲージで測定した｡

(b)車体の応力

特に間掛こなりそうな部分について抵抗線歪計を

用いて測定した｡

シキ130(印度)でほ曲り梁郡については幅方向の

応力もかなり高いと考えられたので,二方向のひず

みを測定して次式より各点の応力を求めた｡

り.一

αリ=

1-レ2

1一レ2

(£霊+レ∈y)

(旬+レe諾)

ここで げ五:長芋方向の応力

げy:幅方向の応力

亡霊:長芋方向のひずみ

旬:幅方向のひずみ

E:縦弾性係数

レ: ポアソソ比

(2)試験結果

シキ140(分割)ならびにシキ140(低床)
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第8図130t横低床式大物車(印度)負荷状

況と事体の挽み

第9図130t積低床式大物皐(印度)車体中
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第11図130t積低床式大物車(印度)車体断

面の応力分布
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についてはすでに紹介済(1)なので,シキ130(印度)の

試験結果のみ報告する｡

弟8図は長手方向の焼み,策9図は車体中火断面にお

ける幅方向の挟みを示し,弟10囲および第3表は応力

測定点ならびにその儀を示す｡

(3)強度計算

車体強度上の問題点は,分割式ではヒンジ部,低床式

■でほ曲り楽部である｡ヒンジ部の解析についてほすでに

詳述されているので(1)曲り てつに力応の部梁

舞11図はシキ130(印度)の車体曲り染郡ならびに中

央断面における応力分布を示したものであり,曲り梁部

では旗板上部(または下部)の応力は高く,腹板間中央

部の応力ほ低い値を示している｡中央断面は比 的一様

であり,上板,下板ともほとんど完全に強度部材として働

いているが,曲り染郡では応力の変化がほなはだしい｡

曲り梁部の応力計算でほⅠ塾断面についての解析法(2)

を箱型断面に拡張して導いた下式によって,上板ならび

･に下板の有効幅を求め,曲り梁としての応力計算を行つ
プこ｡

!一t･
1

-COS2αあ+cosゐ2αわ
α~ sin2αゐ十Sinカ2αみ

(2)

第12図 曲

α4

ここで あe:有効幅(ゎに対するもの)

上板(または下板)の中立軸の曲率半径

上板(又は下板)の厚さ

腹板間の上板(または下板)の幅

(弟】2図参

シキ130(印度)車体E断面長芋方向応力の計算値は上

面-10.40kg/mm2,下面+9.52kg/mm2であり測定値

とほぼ一致する｡

〔ⅠⅤ〕結 l=コ

以上日立製大物串の構造,荷重試験および強度につい

たが,要約すれば構造上において,

(1)シキ140(分割)ほ貨物を車輌の中央構成部とす

る構造のものであること｡

(2)シキ130(印度)においては事体支持方法に特色

を有し,あわせて車体の旋回,昇降を可能にしてい

ること,および中心ピン部に緩衝機構を有した衝撃

荷重の受け方に特色をもち,また乗務員の車掌室を

有すること｡

などであり,また荷 および強度においては,

(3)試験荷重として振動加速度,安全性を考慮して

割増した荷重を加え,車体の挟みならびに応力を測

定したこと｡

(4)シキ130(印度)の曲り深部についてはニ方向の

ひずみ測定を行って応力を求めたこと｡

(5)曲り染郡の応力計算においては有効幅の考慮を

(2)式によったこと｡

などである｡なお,緒言にも記したように,大物革の積

載荷歪ほさらに増加される傾向にあり,これらの荷重の

大きな大物単について計画せねばならない状況である｡

沓串の 作ならびに試験に際しては常に九州大学石橋

教授ならびに鉄道技研三木室長より有益な御助言をいた

だいた｡ここに厚く御礼申上げる次第である｡
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自 動 連 接 話

品

鉄道電話は一般に鉄道線路に沿って布設され,通話量

も同一系統内の隣接駅相互の通 が比較的多い｡このよ

うな場合は,線路費を節約するために一対の電話線に駅

ごとに電話機を並列に接続し,磁石式 話機による符号

呼出しで駅相互の連絡をとるのが普通であった｡ところ

が電話機が自動化されるにつれて連接電 も日動化され

るに至り,現在では一般の自動単独加入者とまったく同

様な取扱いによって,希望の自動連接加入者を呼出すこ

とができるようになった｡すなわち自動連接電話の実施

により,その また被呼 接加入者の電鈴

のみが鳴るいわゆる完全選別方式になったため,従来の

符号呼出しのように誤 0

-Vなカ号

自動連接電話はその信号方式によって同 電鈴式,放

電管式および誘導インパルス式など各種の方式がある

が,いずれも一系統内に最大8個程度の加入者を収容す

ることができる｡また連接加入者の宅内装置にほ回線の

空塞表示が付いているので,同一系統内で同時に発信す

る恐れもほとんどない｡もし同一系統内の連接加入者が

相互通話を行っているとき,必要あれば手動中継台より

取扱者が割込通話をすることもでき,また同一系統内の

連接加入者のいつせい指令も可能である｡

放電管式連接電話の中央装置を弟l図に,連接電話宅

内装置の外観を弟2図に示す｡中央装置は連接線継電器

群と電源装置とよりなり, 接線継電器群は者達接系統

に一個ずつ装置する｡弟l図は20回線分の連接線継電器

群を示す｡加入者宅内装置は4号 話機と宅内附属装置

とよりなり,宅内装置には,放電管,セレン整流器およ

び継電器などが収容されている｡

現在実用化されている日動連接電 ほ従来の磁石式連

紹

第1図 連接電話中央装置

第2図 連接電話宅内装匡

接回線に適用されているが,従来に比べて加入者装置の

取扱いが簡単になり,かつ完全選別方式であるので業務

能率の向上も著しいようである｡また電気鉄道に沿った

架設が多いが,誘導妨賢,地電位差などの影響ほ全然認

められていない｡
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